
個体差の間喝を明らかにする必繋がえ砲されている｡

つい{･ある辺A的反応,本突放では′く一押し反応をし

なければ,視覚刺激が班示されないような条件下でメタ

ンフェタミン (2mg/kg,0.5mg/kg.I.m.)がアカy

ザルの′(一押し反応に及ぼす効果を,上に述べた仮説に

もとづいて,枚附した｡パー押し反応は時間と回数が記

討された.光刺激は/i-が押されている問提示された｡

同時に同じ姓田内での自発的活動性が記録された｡この

ような学習性場面においてもまた,メタンフェタミンは

パー押し反応を完全に抑制した｡つまり,外刺激のとり

入れをやめたといえる.この意味で Berlyneの覚陀仮

税は文持されたといえるo同時に記録された自発的活動

性に関しては,上述の実験と同じように約半数のアカ'/

ザルにおいて促進的,残りのアカケザ/レにおいて抑制的

に附いたといえる｡

この研究結果は次の論文に報告された｡

Thed王ffenentlaleffectsofmcthamphetam王ne

upon visual exploratony bchavior and

spontaneousmotoractivityh rhesusmonkeys

(MaracaTnulaLLa).Jap･Ps)･chol･Res･,1971,13(In

press)

霊長類の免疫的生化学的変異の検乗と遺

伝学的多型現象の解析

-gi;長類各種における血摂蛋白の迫伝的

多型現象の検第一

並 河 鷹 天(名大 ･C2･家苗育種)
日 的

詔環柄の刀三田問の移動あるいは緊Wi構造を追求する上

でiEt伝的形灯を柑泊として用いることが信相成の市い知
見をもたらすものと3g]持される.その際用いられる標識

氾伝的形矧 土岱田内あるいはiFl団間で多型的に存在して

いることが必要とされる.退伝的多型現象を提する遇伝

子経を探累することが本研究の目的である｡

材料および方法

分析に供された各種霊長類の血披試料約250個体分は

本研究所およびその他の集団から得られた｡その大部分

はニホンザルを初めとするマカタ属の血依試料である｡

血椛粥料抜取および分析は現在も進行している.｡ した

がってこれまで実施してきた 2種の血統ZE白すなわち

Hemoglobh垂望および血清中al･antitripsin型変異の

分析方法の概略についてのみ報告するo

i)Hemoglobin垂空の花束泳動的変共

和朋寒天ゲルTE気泳動法によったOその使用綬術

液系は次のごとくである｡

oBridgebuffer(pII8.6,fL-0.05)

ジェチ/レ/tJt'ビツール椴 1.849

-}ェナルパルビツール恨ソー〆 10.309

脱イオン水 1000mg
cGcl組成および block

アガロース 19

polyvlnllplrolldon 1.59

BrldgebufEerの2m絹卵液 100me
block(I11位cm) 16×20×0.07

0通TE(淀TE流)約2時肌 1mA/10×0.7mm2

ii)α1-antltrJps王n型のTrt究泳動的変興

不迎統綬術液系デン7●ンゲルTE克泳動法を他用し

た｡その摂術耽系制 ま次のごとくであるo

oanodalbrJdgcbuffer(pHJI.5)

cjtr王Cacid

Na2HPO42H20

脱イオy水

ocathodalbridgebuffer(pII9.0)

boricacid

sodium hydroxidc

脱イオン水

ll.759

15.79

1000mg

9.259

3.09

1000mg
oGel組成および block

加水分解デン7●ン 159

stockbuffcr'(pt14.8) 7mB
*Citricacld 21g

Tris 239
脱イオン水 1000me

ogelblock()Ti位cm) 12×20×0.6

slitは cathodalより8cmの位田に作る.

O通信 (定屯庄) 8-10V/cm で brownline

が夙点より約8.5cm移動した時に泳動を止める

(約5時間)0

結 果

調査された Hemoglobin塾および α1-antitripsin

型の電気泳動的変異はこれまでに報告されているそれら

との間での同定試故が未実施であり,又これらについて

の分析は他の研究者によって試験されるので水和告では

これらの変異性の程度又はtf餌について拡略を述べるに

とどめる0分析結果の詳和については閃迎共同研究の成

沢の中で後日報告されるものと増える.

Ⅰiemoglobin 型について=ホン,ザル,タイワンザ

ル,ア;H/ザル.カニクイlJ.'Jt,,その他数種の詔長柄に

ついて分析した結果,11カタ周の程間を除けはほとんど

の税のrmでTTLL先泳動的に区別ができるoLかし棟内にお

いて変異の存在が確認された個体はない｡特に=ホンザ
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ルは, これまでの報告と同様,100所以 ヒ凋滋 したか

flemoglobin型に変異は認められない.

Lr⊥-antitripsin塾変異についても Hemoglobin粥

の勘弁とほぼ同様の結果である｡しかしマカク属のある

柚ではヘテロ塾と思われる/<クーンが存在し,さらに分

析する必要があろう.-/3'リスザル等では上記分析Ju-紘

では αL-antitripsin型様の/くグ-ンは現われず分析は

不可能であるOしたがってすべての詔長嶺におけるこの

変異を分析するためには形滅活性を inhibitする性質

を利用する等の他のJy法によることも考えねばならない

と思われる｡

IIIcmoglobinE望および ql-anいtripsin型の屯L(汰

動的変鵜は観内においては[.rl当変異tLi_に乏しいとJ5-えら

れる｡ しかし分析例数が極めて少ない鹿が人部分 であ

り,そのように断定することは決してできない｡特にα1

-antitripsin 才掛こついては他の軸篤に J:って社内変装

の存在がマカタ鵬の稚内において敵認されている

ニホンザルの赤血球酵素変異沸

石 水 剛 - (三虚yr'.･立入 ･医 ･法駄)

+卿5回フl)マーチス研尤会.1971年;約55匝川 水止だ学会J971年允&

近年血乾中のさまざまな血治クyバクや血球酵射 こ逝

伝変異 (多型)を示す多くの形JijSが存在することがヒト

をはじめ種々の詔艮頬で報告されている｡多型性形質の

研究から求められる逝伝7-分布をマ-カ-として袋田間

の遊伝的構成の比較を戒みることが可能となるが,ニホ

ノザルの場今他穂マカクにくらべ血耽成分多型に閑し変

異性に乏しい という観察があるので (Ishimoto, et

a1.,1965:Goodman,1967),多数の血液試料を収1Jiし

て稜内変異を示す多型形質を淡紫することを目的に8種

類の赤血球畔掛 こついて盛観型の分析を試みたOそして

いくつかの酵崩掛 ま250例をこえるニホンザル紙料の朋

盛で全て同-の滋現職のみがみられたが,ある形質は放

叔表現型を,-T,して多型的であること,他の2種酵超でも

まれに変異他力'Ltii現することが認められたoさらに変異

型の出現を群別に.弼ペると変異過伝子は一部の群にのみ

偏って分布する幌向があると/-T=唆される興味ある知見が

えられた｡

試 料 と 方 法

木研究に用いた.id:料は全て芯艮研変異研究部で採取保

存されたサ/i,血瓶からなる｡ヘパリン添加採血された血

掛 ま血焚分離後生理食塩水で充分洗i帳され赤血球は-20o

Cに保存された.血球溶血液は使用時2倍億の茶留水を

れた形質にJ:りfiT一柵遜するが瓜も多数例朋べられたP

1-IIの喝合葬1に示すように7趣以上の異なる群からえ

られたこホノザル (Fusと略す)276例,および比帆拭

料として他和マカク51例 (アカ}/Mul,タイワンCyc,

ブクう Nem,ベニガオ Spe,カニクイ Iruを含む)

の計327例である.a.WTfされた形質は主としてヒトで変

災型の見山されている赤血球酵素を対象とし,方法はヒ

トの場合に畔じ (Giblett,E.R.,1969),でんぷんケ

ルTE/,.(泳動と特異染色により分析されたO

結 果

'L)Phosphohexoseisomerase(PHI):

検悉数 Fus276.Mu127,Cyc20,Nem 2,Spe

l.IruI.

じトではまれに逝伝的変異型が出現する本酵素がニホ

ン-lf/レを命むマカクでより著 しい変異性をもち既に8種

表現鞄の作/fが観'*されている (Ishimoto,1970).木

研究でその帆向を確認するとともにさらに新しく5種表

現型を Fusおよび Mulに見Ulした｡ 血球執 h液をP

H8.0でnr..く泳動後Fructose6-pl10SpllatCを鳩質とし

て攻色するとサルPHIはヒトと炎なり似梅側に りくま

たは3本の成分として検山され,前掛よホ:E横合Iy.後 斤

は-テロ招介並とみなされる｡マカクのcommontype

pHImacl表現型以外 に Fusでは2-1塾が25例見

出されるとともに今lnlの紙料で拙速される変異避伝 fの

ホモ接合弛 PHImac2咽か l例発見されたoさらに新

しい表現型7-1ブ世(3例)8 1塾 (1例)もみられ

たが両表現型は Iruに.tく州別する5-1咽を基準と

して区別される｡地組 マカクでは MLllの3例 Cycの

4例に変典租がみられ 他はセて PHImac 1)tlJ_を示 し

た.Mulの変異軌 よP上ⅠImac9- L噌 (2例) 97日
(1例)と41づけちれた新しいR現塾でそのアイソザイ

ムは著しくfl711僻を'I';す特徴的な泳動/'クーンを もち

Cycの変異職は全て同税にすでに観察されていた4-1

塾に一致した｡図 1,2にPHIのでんぷんyル泳動/i

メ-ンを示し,表 1にニホンザルのPHI表現型の分布

をまとめたO

Otiolh

-L]
:I

t-El3---く二1L･1---ー-ー---
Lt■
IL--

●皇i●●●
･L:L+ ++A/-I

r thr ～ + ..

22'1日.' ''1.L9L9 1 日 55-18･19119

:_･I-'=-I:-_I:二 二 二∵ 二 二 ≡主;_:_:::::-;一三;-:,::･::L-IIiT--==-:≡ 〒二∴ ∴ ∴
酵素型判定に支障ないと考えられた｡倹慮例故は調点き 示す｡ 511,5はIru比脚 料o
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